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●説明の要旨 

平
成
２２
年
度
決
算
 

       　
７
月
２０
日
の
台
風
６
号
で
浸
水
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
た
市
民
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
は
、
発
生
か
ら
６
カ
月
が
経
過

し
、
放
射
性
物
質
放
出
に
伴
う
健
康
被

害
へ
の
懸
念
、
食
品
の
放
射
能
汚
染
、

原
発
の
安
全
性
へ
の
不
安
な
ど
社
会
に

様
々
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
暫
定
許
容
値
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
稲
わ
ら
を

給
餌
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
牛
肉
の
流

通
問
題
や
中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
全
面

停
止
に
よ
る
電
力
危
機
問
題
等
が
心
配

さ
れ
る
。
本
市
の
節
電
対
策
と
し
て
は

空
調
運
転
時
間
の
短
縮
、
照
明
の
間
引

き
等
の
対
策
に
よ
り
、
６
、
７
月
で
前

年
度
対
比
１７
・
９
％
、
約
４７
万
�
ワ
ッ

ト
の
削
減
を
行
っ
た
。
４
月
に
本
格
稼

動
し
た
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

中
部
電
力
へ
の
売
電
量
を
増
加
さ
せ
る

予
定
で
あ
る
。
今
後
も
厳
し
い
残
暑
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
熱
中
症
に
十
分
注

意
し
な
が
ら
節
電
へ
の
協
力
を
お
願
い

す
る
。
 

  　
２１
年
度
か
ら
引
き
続
き
市
税
が
減
収

と
な
る
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

生
活
保
護
費
等
の
社
会
保
障
関
連
経
費

の
増
加
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

新
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
の
建
設

や
浸
水
対
策
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
も

確
実
に
推
進
し
た
。
ま
た
、
国
の
緊
急

経
済
対
策
な
ど
へ
の
対
応
も
補
正
予
算

等
に
よ
り
適
切
に
事
業
を
実
施
し
た
。
 

★
一
般
会
計
 

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
１
２
３
５
億

８
８
８
８
万
円
、
歳
出
は
１
１
９
３
億

４
９
４
９
万
円
で
、
２３
年
度
へ
の
繰
越

事
業
充
当
財
源
を
控
除
し
た
純
剰
余
金

は
３６
億
２
０
７
２
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
歳
入
全
体

の
約
５１
％
を
占
め
る
市
税
収
入
に
お
い

て
、
２１
年
度
に
半
減
し
た
法
人
市
民
税

は
、
企
業
収
益
の
改
善
に
よ
り
前
年
度

対
比
１
４
８
％
と
な
っ
た
が
、
歳
入
に

占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
い
個
人
市
民

税
で
は
、
前
年
度
対
比
８７
％
と
減
収
に

な
り
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度
対
比
　
・

２
％
と
２
年
連
続
の
減
収
と
な
っ
た
。
 

　
国
庫
支
出
金
で
は
、
定
額
給
付
金
事

業
に
伴
う
補
助
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
前
年
度
対
比
９１
・
１
％
と
な

っ
た
ほ
か
、
県
支
出
金
で
は
、
社
会
保

障
関
連
経
費
の
増
加
に
伴
い
県
補
助
も

増
額
と
な
り
、
前
年
度
対
比
１
２
０
％

と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
新
一
般
廃
棄

物
中
間
処
理
施
設
に
基
金
を
活
用
し
た

こ
と
や
、
新
中
学
校
の
用
地
取
得
に
市

債
を
活
用
し
た
こ
と
に
伴
い
、
繰
入
金

の
前
年
度
対
比
が
１
４
２
・
６
％
に
、

市
債
の
前
年
度
対
比
が
１
１
５
・
１
％

に
な
る
な
ど
、
歳
入
全
体
で
は
前
年
度

対
比
１
０
０
・
９
％
と
な
っ
た
。
 

　
歳
出
は
、
民
生
費
で
は
、
生
活
保
護

費
等
扶
助
費
な
ど
、
７７
億
５
１
９
８
万

円
の
増
額
、
前
年
度
対
比
１
２
５
・
２

％
、
衛
生
費
で
は
、
新
一
般
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
の
建
設
事
業
費
等
９
億
５

１
９
１
万
円
の
増
額
、
前
年
度
対
比
１

０
５
・
６
％
、
商
工
費
で
は
、
定
額
給

付
金
事
業
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
４９
億
３
９
４
８
万
円
の
減
額
、
前

年
度
対
比
４１
・
４
％
、
教
育
費
で
は
、

新
中
学
校
建
設
用
地
の
購
入
等
３１
億
４

４
６
９
万
円
の
増
額
、
前
年
度
対
比
１

２
５
・
５
％
と
な
っ
た
。
歳
出
全
体
で
 

は
前
年
度
対
比
１
０
０
・
９
％
と
な
っ
た
。 

★
特
別
会
計
 

　
特
別
会
計
で
は
、
１５
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
６
４
７
億
５
５
５
８
万
円
、
歳

出
決
算
額
は
６
３
３
億
１
２
６
０
万
円

で
、
２３
年
度
へ
の
繰
越
事
業
充
当
財
源

を
控
除
し
た
純
剰
余
金
は
１４
億
２
７
９

２
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
下
水
道
特
別
会
計
で
は
、
２２
年
度
末

の
公
共
下
水
道
の
普
及
率
は
８５
・
６
％

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
・
５
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
 

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
事

業
勘
定
で
は
、
歳
出
の
保
険
給
付
費
は

予
算
を
下
回
っ
た
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
ほ
ぼ
満
額
繰
り
入
れ
た
た

め
、
歳
入
歳
出
の
差
引
残
高
が
１２
億
４

７
９
６
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
８

億
６
１
７
６
万
円
を
国
民
健
康
保
険
財

政
調
整
基
金
に
繰
り
入
れ
た
。
 

★
企
業
会
計
 

　
病
院
事
業
会
計
で
は
、
入
院
患
者
数
、

外
来
患
者
数
と
も
に
２１
年
度
と
比
べ
て

若
干
減
少
し
た
が
、
看
護
師
等
の
増
員

に
よ
る
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
や

小
児
病
棟
に
お
け
る
７
対
１
看
護
体
制

の
実
施
、
２２
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定

の
影
響
に
よ
り
、
入
院
患
者
１
人
１
日

当
た
り
の
診
療
単
価
が
増
加
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
入
院
収
益
が
増
収
と
な
り
、
 

２１
年
度
に
引
き
続
き
、
純
利
益
７
億
８

６
６
４
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。
 

　
水
道
事
業
会
計
で
は
、
給
水
戸
数
、

給
水
人
口
と
も
に
２１
年
度
と
比
べ
て
増

加
し
、
普
及
率
は
９８
・
７５
％
と
な
っ
た
。

ま
た
、
年
間
配
水
量
、
年
間
有
収
水
量

も
２１
年
度
に
比
べ
て
増
加
し
、
水
道
料

金
収
入
が
４
年
ぶ
り
に
増
収
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
純
利
益
９
億
９
５

１
３
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。
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